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（26行目の側注欄に追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 136 側注2  

 

 

 

 

 

 

 

 

セメント，水および骨材

以外の材料で，コンクリ

ートに特別な性質を与え

るために加える混和材料

には，混和剤と混和材が

ある。 

混和剤は，使用量が微

量でコンクリートの練上

がり容積には算入されな

い。 

混和材(admixture)は， 

使用量は少量であるが，

コンクリートの練上がり

容積に算入される。高炉

スラグ微粉末，フライア

ッシュ，石粉などがある 

また，セメントと混和

材の微粉末状の物質を総

称して粉体という。 

 

 

 

挿入 

chemical 

 

： 

。 

ので，水量には上限 が設けられている。 
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（21 行目の側注欄に追加） 
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側注1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セメント以外の結合材を

混和材として加える場合

は，水結合材比を用いる 

結合材 (binder)は，セ

メント，高炉スラグ微粉

末，フライアッシュなど

水と反応してコンクリー

トの硬化に寄与する材料

のことである。 

水結合材比 ( water - 

binder ratio) は水と結

合材の質量比のことであ

る。 
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（10行目の側注欄に追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❸ セメント以外に混和

材を加える場合は，混和

材の微粉末も含めた水粉

体比を用いる。水粉体比

は，水と粉体の質量比の

百分率であり，最大値は

水セメント比と同じ65％

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挿入 

分 類 セメントの種類 
水セメント

比の最大値 

ポルトランド 

セメント 

普通ポルトランド 

 セメント 

早強ポルトランド 

 セメント 

中庸熱ポルトランド 

 セメント 

低熱ポルトランド 

 セメント 

％ 

混合セメント 

高炉セメント A 種 

フライアッシュセメント 

 A 種 

高炉セメント B 種 

フライアッシュセメント 

 B 種 

％ 

 

削除 
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図17 
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（10 行目の側注欄に追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挿入 

挿入 

コンクリートに使用

する材料は，建築物の供

用期間中に有害化学物質

が溶出しないものを使用

し，使用する材料の資源

循環性と低炭素性を等級

評価すること。  

18 以上 48 以下 

18 以上 36 以下 

18 以上 27 以下 
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調合管理強度を決定

したあとに続く調合は，

原則としてコンクリート

製造工場が行う。 

挿入 

挿入 

100 年超 

＊ 

＊＊ 

＊ かぶり厚さを 10mm 増やした場合は，27 N/mm2とすることができる。 

＊＊ かぶり厚さを 10mm 増やした場合は，30N/mm2とすることができる。 

（日本建築学会編「建築工事標準仕様書・同解説 JASS 5 鉄筋コンクリート 

工事：2022」より作成） 

＊＊ 
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表3 
 

 

表4 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

養生➍期間中に気温が低く，コンクリートの凍結や強度発現の遅れ

が生じるおそれのある時期に使用するコンクリートで，単位水量

をできるだけ少なくし，AE 剤などを混和して気泡を適度に分散さ

せ凍害を防ぐ。気温によっては断熱または加熱して養生する。コン

クリートを製造するときに，骨材と水を加熱する方法もとられる。 

挿入 
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（５行目の側注欄に追加） 
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挿入 

海水の作用や激しい

凍結融解作用を受けない

環境のこと。 

一般劣化環境 でのかぶり厚さは， 

腐食環境 

（屋外1）等） 

非腐食環境 

（屋内等） 

挿入 
一般劣化環境での建築物の躯体において，計画供用期間が長期で腐食環

境（屋外側）の 
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5 135 
18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挿入 
固体材料の沈降または分離によって練混ぜ水の一部が遊離して， 



13 

 

  図書の記号・番号 工業 714 

番

号 

訂正箇所 
原   文 訂 正 文 

ページ 行 

6 178 図7  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 195 図6 

⒜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


